
留学先大学：  

留学先での所属学部・研究科：  

留学先での在籍身分：  

留学期間：    年   月～  年 月

神戸大学での所属学部・研究科：

学年（出発時）：

本報告書記入日：        年    月 日

1. 出発前について

1-1. 交換留学以前に海外留学の経験はありますか。 
はい      いいえ

「はい」と答えた方は，留学先及び留学期間についてご記入ください。

 ＜国名＞                ＜期間＞   

1-2. 交換留学プログラムを最初にどのように知りましたか。 
□国際教育総合センターの教員 □所属学部・研究科の教員 □友人

□以前に参加した先輩 □所属学部・研究科の掲示板 □神戸大学のホームページ

□留学フェア □その他（具体的に）

1-3. この交換留学プログラムに参加した動機を教えてください。最もよく当てはまる動機を「４つ」選び， 
１～４まで順位を付けてください。（１：最も強い動機）

  学術的な目的（研究を深める等）     地理的な条件が良い

  語学力の向上     旅行ができる

  将来のキャリアのため（就職に役立つ等）    プログラムの時期が良い

  家族のバックグラウンドと関係がある     プログラムの期間が良い

  異文化体験    経費が安い

  個人的理由    その他（具体的に）  

1-4. VISAについて

VISAの種類：

申請先：  

必要日数： 

VISA取得にかかった費用：         
VISA申請のためにどのような書類の提出を求められましたか。どのように準備しましたか。 



神戸大学交換留学（派遣）近況報告書（様式１）

1-5   出発前に必要とされた予防接種の種類・回数・費用 

1-6. その他に必要だった手続き，方法，料金等 

2. 留学先到着後の手続きについて

2-1. 到着時について 
利用航空会社：  

利用旅行会社（航空券の手配をした会社）：  

留学先大学最寄り空港名：                    空港

空港到着時間：         時頃

空港からの移動手段：□大学手配の出迎え □知人の出迎え □公共交通機関 バス，鉄道 □タクシー

□その他（具体的に）

移動の所要時間・料金：   分，  

空港からの移動の際の注意点：

2-2. 留学生向けオリエンテーションについて 
オリエンテーションの有無：□有り □無し

参加について：□必須 □任意参加

参加費用：□無料 □有料（金額：  ）

内容について記入してください。

2-4. その他，渡航してから必要な手続きについて 
現地で滞在許可書申請は必要ですか。必要な場合，申請方法，料金，取得に係る日数等を記入してください。

その他現地でした手続きは？（健康診断，予防接種等）有れば，方法，料金等を記入してください。

3. 語学力向上のためのコースについて

3-1. 語学力の向上のために，大学等のコースに参加しましたか。参加した場合，大学（語学学校）名，コース名，

料金，期間等を記入してください。



神戸大学交換留学（派遣）近況報告書（様式１） 

留学先大学：                              
留学先での所属学部・研究科：                     
留学先での在籍身分：                         
留学期間：    年   月～     年      月 
神戸大学での所属学部・研究科：                                       
学年（出発時）：           
本報告書記入日：        年    月    日 
 
出発前                                                     
どのように情報を集めましたか。参考になる本やホームページがあれば，記入してください。 
 
 
 
 
 
 
住居について                                                   

 ・住居のタイプ：□大学寮 □アパート □ホストファミリー □その他（具体的に）            
  住居（寮，アパート）の名前： 
 ・部屋の種類：□一人部屋 □二人部屋 □その他（具体的に）                   
 ・ルームメイト：□現地学生 □留学生（出身国：         ） □その他（具体的に）             

 ・どのように探しましたか。：□大学の斡旋 □自分で探した □その他（具体的に）                
 ・大学までの通学時間・手段：            分， 
 ・住居の周りの環境はどうですか。： 
 
 
 
 ・毎日の食事はどうしていますか。： 
 
 
 
・住居は渡航前に，または渡航後すぐにみつかりましたか。トラブルはありませんでしたか。： 

 
 
 
 
大学の授業について                                            
1. 履修登録について 
  ・履修登録の時期：□出発前 □到着後 
  ・履修登録の方法：□On-line □International Office等の仲介 □その他（具体的に）               
  ・登録時に留学生として優先・配慮されることはありましたか。：□無し □有り 
  ・優先・配慮があった場合，具体的に教えてください。 
 
 
 
  ・希望通りの授業が履修できましたか。：□はい □いいえ 

・希望通りの授業が履修できなかった場合，その理由を教えてください。 
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２．現在までに，履修している授業について記入してください。 

No. コース名 教授名 時間数

／週 
留学先

での単

位数 

履修し

ている

学生数

予習，復習，テスト等についてアドバイスも

含めて教えてください。 

１       
 

２       
 

３       
 

４       
 

５       
 

６       
 

７       
 

８       
 

９       
 

１０       
 

 
３．授業（カリキュラム等）について クラスのサイズ、成績評価、現地学生の取り組み等 
 
 
 
 
 
 
一週間のスケジュール （授業時間，課外活動等，毎日の生活を記入してください。）                  

 月 火 水 木 金 土 日 

8:00 
9:00 

  10:00 
  11:00 
  12:00 
  13:00 
  14:00 
  15:00 
  16:00 
  17:00 
  18:00 
  19:00 
  20:00 
  21:00 
  22:00 

       

 

koryu2
タイプライターテキスト
（現地語・和訳）

koryu2
タイプライターテキスト

koryu2
タイプライターテキスト
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現在までの感想 自由に記入してください。(800字～) 
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	fill_1_5: ・生活面
ライデンはとても住みやすい場所です。食品は美味しくて手頃で、日用品もかなり安いです（例：ドラッグストアのプライベートブランドのシャンプーが1ユーロ）。水曜市・土曜市が有名ですが、新鮮でおいしくて安い野菜や果物がたくさん売られておりおすすめです。見るだけで楽しいです。日用品や化粧品、服などはショッピングストリートで手に入れることができます。ちゃんと外食をするとなると、まず「オランダ料理」というジャンルのレストランがほぼないのと、高価でコスパがよくないといわれていますが、カフェバーは豊富です。ランチを外で食べるには向いていると思います。トルコ料理やギリシャ料理、さらに植民地の影響でインドネシア料理やスリナム料理のレストランが多くあり、オランダの中では小さな町にしては日本料理（寿司屋含む）の店をかなり見かけます。学生の街であり、こぢんまりとしていて治安も大都市に比べたらいいと思います。また、運河や古くて美しい街並み、風車も街の中に全てあるので、オランダ観光にも最適だと思います。
休日は買い物をしたりFacebookで見つけたイベントに参加したり他都市に行ったりしています。日本にいた頃より（バイトなどがなくなって）時間があるので、だらだらすることもできるにはできるのですが有意義に使わないともったいないと思います。

・学習面
第一セメスターで履修している3コマのうち二つが宗教学関連で、宗教学を神戸大学でしっかり学んでいたわけではなく初めて習うことばかりですが、Sociology of religionとReligion in the worldはアプローチは違えど共通する事柄が多く、互いで知識を補うことができ、理解しやすいです。履修する授業は、ジャンルをバラバラにするのも一手ではありますが、同じジャンルの中の様々な授業を取るのも深い理解につながるのではないかと思います。授業のレベルにもよりますが、個人的に週3コマは物足りないという印象があり、第2セメスターは追加が可能だったので興味のある授業をいくつか追加しました。

・語学面
オランダにいる人々はオランダ語だけでなく英語を使うので、オランダ語が分からなくても英語ができればほぼ確実にコミュニケーションはとれます。ただ、一部の銀行のATMがオランダ語でしか使えなくて困った経験があったり（この時は銀行内のATMだったので銀行員さんに手伝ってもらいました）、人々が日常会話で何を話しているのかが分からず、人々の生活について何も知ることができないというのはせっかく生活しているのに得るものが減ってしまう気がしたりしているので、オランダ語がある程度理解できるとなおさらいいと思います。私は日本で初級編のテキストを買って、ライデンに来てから古本屋で蘭英辞書を購入してなんとなく理解できるようにはなりましたが、話すという点ではほんの少しのフレーズしかできません。（オランダ語話者のベルギーからの学生によるとオランダ語の独学は難しいとのことですが、ドイツ語を学んだ経験があると分かりやすいらしいです。また、日本語で学習するより英語で学習してください。）

・その他
私自身、この交換留学プログラムに参加するまで、3～５日ほどのアジア圏内の旅行や外務省のプログラムでカナダに約10日間滞在した経験はあったものの、ひとりで海外に出ること、海外に長く滞在すること、そしてヨーロッパに来ることも初めてだったので日本を出てから到着してしばらくは、不慣れなことばかりでかなり大変でした。それでも何とか現地の人たちに頼ってここまで無事に生活することができてほっとしています。ただ、出国前にガイドブックやインターネットなどだけでなくもっと留学経験のある先輩や海外経験が豊富な友達などから経験者ならではの情報を収集し十分に準備をしておくべきだったと反省しています。よって、これを見てもしライデン大学に留学されることになる方や、そうでなくても少しでも似たような状況にある方は遠慮なく私に連絡を取ってください。
まだこちらに来てから3か月も経っていないのですが、留学することができてよかったと思います。留学前に、留学中にやりたいことやなりたい目標をぼんやりと立ててはいましたが、それに縛られずいろんな情報を集めて柔軟に、留学中にしかできないことをこれからもたくさんやっていこうと思っています。
決して楽しいことばかりではないですが、今後留学される方々がすべてを糧にして有意義な留学ができるよう応援しています。
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